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４月８日、町内の小・中学校の入学式が行われました。

平生小学校では、新しい制服に身を包んだ101人の新

１年生が、上級生に手を引かれながら入場。在校生や保

護者、先生からの温かい拍手で会場に迎えられました。

みんなそろって、希望にあふれる６年間の新しい学校

生活の始まりです。勉強も遊びもがんばってね。

今日から１年生！

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■平成20年度　財政公表（Ｐ２）

■行政協力員さんが決まりました（Ｐ３）

■下水道使用料が改定されます（Ｐ４～５）

■納税などは便利な口座振替で（Ｐ６）

■町長室の窓（Ｐ９）

■まちの話題（Ｐ10～11）

■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel 0820（56）7111<総務課>
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平成20年度予算の収

入・支出状況（３月31日

現在）を公表いたします。

財政公表は、町民のみな

さんに町の財政がどのよう

な状況になっているかを知

っていただくため、年２回

公表しています。

◆町有財産の状況

（証券・出資金・基金）

24億7,025万3,984円

191万1,555m2 5万2,696m2

10 台

（土　地） （建　物）

（消防車）

※各予算額、収入・支出済額には、繰越明許費を含む。
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濱 中 直 光
岡 谷 　 豊
佐 々 木 孝 次
畑 　 八 郎
立 村 富 夫
東 章
釡 田 佳 明

村 　 肇
中 嶋 　 博
小 西 靖 雄
新 見 正 佳
弘 中 賢 治
岩 立 弦 次
曽 田 幸 典
東 山
中 村 敏 昭
林 　 周 治
山 田 仁 美

田 道 久
樋 口 佐 智 江
木 山 俊 治
河 本 　 歩
稲 尾 安 道
正 内 忠 利
山 本 兵 治
叶 山 　 博
石 田 智 惠 美
鶴 田 イ ツ
先 　 弘 子
岡 　 正 浩
原 田 明 俊
小 林 一 行
伊 　 光 造
大 野 延 幸
吉 兼 光 男
竹 村 松 正
石 津 和 男
小 川 和 一
川 本 健 吾
伊 藤 保 男
皿 田 秀 雄
近 藤 忠 夫
原 武 文 夫
平 岡 依 子
橋 本 博 至
上 田 昭 雄
武 内 宏 視
石 　 和 子
弘 埜 柳 一

小和田
西分
上殿
田布路木
山田
平生萩原
長迫
松尾
礒崎
竪ヶ浜東
竪ヶ浜中
竪ヶ浜西
荒木
新開
人島
高須
沼
西原
上横一区
上横二区
上横三区
上横団地
下横一区
下横二区
下横三区
日の出一区
日の出二区
吉原
十三割団地
平生促進
三新住宅
松庫住宅
栄町
大正町
西浜
角浜
西の町
戎町
新市
裏町
坂の下一区
坂の下二区
坂の下三区
土手町東一区
土手町東二区
土手町東三区
土手町東四区
土手町東五区
土手町西

中 本 忠 教
福 本 　 誠
片 山 健 一
浴 　 厚 夫
大 出 悦 夫
守 田 　 美
井 ひ と み

高 見 泰 則
永 田 佳 洋

繁 安 登
松 末 英 明
中 田 政 登
福 井 將 夫
赤 尾 一 司
難 波 幸 夫
岩 　 憲 一
竹 村 清 彦
今 村 和 正
米 滿 浩 一
奥 村 英 子
萩 　 健 一
浜 田 安 則
有 末 英 雄
萩 原 千 景
伊 藤 憲 二

桜町
野島
新町東
新町西
新町南
新町つくし
新湊
下豊田
壱の割
西十八割
光輝病院住宅
礒崎団地
湊の内
新町団地
中湊
東十八割
東壱の割団地
西高須
吉原東
湊ノ浜

南下
南上
園田
蔭平
日向平
中村
中村団地
中村南
長谷前
長谷後
河田
弁上
今井
今井団地
喜多
大野萩原
水越
大久保
みのげ
大野促進
大野東団地
大野西団地
今井西団地
大野南団地
和泉

由 井 省 三
桐 田 義 信
井 神 芳 男
藤 田 永 太 郎
河 　 忠 善
影 畑 キ ミ エ
岡 井 　 枝
岡 井 　 清
吉 野 好 夫
長 谷 川 卓 二
石 田 秀 夫
河 村 和 俊
松 　 美 智 子
大 田 久 之
成 海 浩 子
新 庄 正 人
沖 野 　 豊

山 舛 二
山 口 富 子
山 本 光 夫
中 村 幸 男
村 田 眞 作

濱 岡 泰 三
森 脇 唯 夫
竹 村 佳 生
井 上 正 朗
邑 上 嘉 將
濱 田 敏 夫
岩 　 和 夫

村 　 謀
吉 岡 　 政

本 幸 嗣
奥 原 紀 之
増 本 　 晃
藤 村 政 嗣
岩 佐 修 一
井 上 尚 都
野 上 真 一
木 本 保 照
盛 田 節 男
弘 田 浩 二
川 村 　 忠
川 端 貴 博
向 井 信 博
佐 川 安　
中 村 　 清
山 本 宗 一
東 山 秀 人

東水場
新地
向井原
向井原下
向井原上
奥下
畑
平原
地方上
地方下
沖
隅田
隅田住宅
中隅田
沖団地
六枚
小山
長尾
新長尾
光輝病院寮
曽根ハイツ
メゾン中隅田

尾国一区
尾国二区
尾国三区
尾国四区
尾国五区
小郡
秋森
黒羽根
東魚見
西魚見
浜田
小森
森の下上
森の下沖
浜崎
神田
大田
やぶ
上組
伊保木
名切
丸山
田名上
田名中
田名沖
佐合吾 郷 義 則

布 浦 　 充
百済部
西水場

平　生　地　区

大　野　地　区

佐　賀　地　区

曽　根　地　区

行政協力員さんが決まりました

みなさんの住んでいる自治会と行政との架け橋となる行政協力員さん

は、「まちづくり」を円滑に進めていく上で必要不可欠な存在となってい

ます。住民の方々にとって、行政をより身近に感じることができるパイプ

役としてご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。（敬称略）

大 野 　 豊
中 村 一 孝
中 本 　 修

川 　 充
平 島 和 則
山 本 暢 子
石 原 　 智
島 田 末　
平 井 伸 一
秋 本 隆 義
徳 原 正 洋

真 理
清 水 秀 利
坪 内 　 等
和 田 隆 彦
村 川 宏 二
長 藤 芳 男
佐 村 公 二
久 保 圭 子
内 山 義 則

今年度の
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〜
平
成
21
年
度
の
工
事
は
、

図
面
の
箇
所
を
実
施
す
る
予
定
で
す
〜

下
水
道
工
事
は
、
公
道
（
町
道
な
ど
）
に
下
水
道
管
を
埋
設
す
る
工

事
で
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
は
、
で
き
る
だ
け
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な

い
よ
う
、
万
全
の
注
意
を
払
っ
て
工
事
を
実
施
し
ま
す
が
、
一
時
的
な

通
行
止
め
や
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
に
着
手
す
る
前
に
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

公
共
下
水
道
事
業
・
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

●
今
年
度
の
下
水
道
工
事
予
定

本
町
の
下
水
道
は
、
平
成
３
年
度

か
ら
の
公
共
下
水
道
事
業
と
、
平
成

11
年
度
か
ら
の
漁
業
集
落
環
境
整
備

事
業
で
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
末
の
普
及
率
は
、
64
・
１
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
を
原

則
と
し
て
お
り
、
運
営
管
理
の
経
費

は
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
基

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
下
水
道
使
用
料
だ
け
で
す
べ
て

賄
う
こ
と
は
難
し
く
、
一
般
会
計
か

ら
の
多
額
の
繰
入
金
に
頼
っ
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。

本
町
で
は
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
進
め
て
い
く
上
で
、
下
水
道
事

業
の
健
全
化
を
図
り
、
支
出
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
景
気
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
税
収
の
伸
び
が
期

待
で
き
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
に
頼
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、
下
水

道
事
業
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
平

成
21
年
８
月
１
日
か
ら
左
表
の
と
お

り
下
水
道
使
用
料
を
改
定
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
３
月
議
会
に
お
い

て
決
ま
り
ま
し
た
。

利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、

ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
下
水
道
事
業
の
経
営
の
効

率
化
、
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

８
月
か
ら

■２カ月あたりの下水道使用料の例（消費税を含む）

沼地区 西分地区

新湊地区 今井地区

向井原地区

※
工
事
の
箇
所
は
変
更
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
・
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に
関
す
る
問
合
せ
先

町
役
場
建
設
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
８
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いる場合は廃止しなければなりません。これらは、下水道法や条例で処理区域内の建物所有者に義務づけられて

おり、水洗化は下水道の使用を開始できる日から３年以内に行っていただくことになります。

できるだけ早く排水設備を設置し、水洗化されますようご協力をお願いします。なお、排水設備工事は、平生町排

水設備指定工事店に依頼して行ってください。

●水洗化のお願い
下水道を使用するには、下水道に汚水を流入させる排水設備を設置しなくて

はなりません。また、くみ取り便所は水洗便所に改造し、浄化槽を使用されて
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納税などは便利な口座振替で

平成21年４月以降に発行される町税などの納
付書が、ゆうちょ銀行（郵便局）<中国地方５県
に限ります>の窓口でも取り扱うことができる
ようになりました。

◎取扱金融機関名（順不同）

株山口銀行、株西京銀行、東山口信用金庫、南すおう農

業協同組合、中国労働金庫、株ゆうちょ銀行・郵便局株、

山口県漁業協同組合平生町支店（上下水道使用料以外）

口座振替による納税などは、預貯金口座から自動的に振替納付されるため、うっかり納期限を忘れる心配

もなく、窓口へ納めに行く手間も省け、大変便利な方法です。

手続きは簡単で、町役場各担当課、または取扱金融機関で申請していただくだけです。

●申込方法

町役場各担当課または取扱金融機関に備え付けの

「口座振替依頼書」に必要事項を記入して申し込ん

でください。（金融機関への届出印が必要です。）

納税などがゆうちょ銀行（郵便局）

でも納付できます

●ゆうちょ銀行（郵便局）で納付できる納付書は

・町県民税
・固定資産税
・軽自動車税
・国民健康保険税
・介護保険料

・後期高齢者医療保険料
・簡易水道使用料
・漁業集落排水施設使用料
・下水道事業受益者負担金
・上下水道使用料

４月から

平成21年度の国民健康保険の特定健康診査（対象：40歳以上）および後期高齢者医療保険の健康診査

の受診券を、対象者※に５月中にお送りしますので、それぞれの期限内に受診してください。

※受診券は、４月１日時点に保険資格の確認ができた人にお送りします。

（発送時までに保険資格に異動があった人、国保の人間ドックの申込みのあった人には送付をしません。）

なお、年度途中での資格異動などで受診券の届かなかった人で、受診を希望される場合は、役場町民課までご連

絡ください。

国保の特定健診・後期高齢者医療の健康診査の
受診券をお送りします

●受診医療機関を熊毛郡内に拡大しました ●受診期間が変わります

平成21年６月～11月末日

●受診項目を追加しました。

追加受診項目　貧血検査、心電図検査

■問合せ先

町役場町民課　Tel（56）7113

国保の特定健診について、以下の点が変更になります



５月は 児童福祉月間 です

「おはよう」が　えがおになるね　きみとぼく

平成21年５月号　広報ひらお７

■問合せ先　町役場健康福祉課　Tel（56）7115

子どもたちが健やかに育つことは、私たちすべての願いです。町では、未来を担うすべての子どもたち

が夢と希望を持てるように、さまざまな取り組みを行なっています。

子どもたちが心身ともに豊かに成長していくように、地域全体で支えていきましょう。

～こんなときは届出を～

・住所が変わったとき

・子どもが生まれたとき

・受給者または子どもの名前が

変わったとき

・受給者が被用者（サラリーマ

ンなど）でなくなったとき

・退職などで厚生年金の資格が

なくなったとき

●児童館などを利用して、子どもが異なる

年齢集団の中で遊んだり、自然の体験学

習や地域組織活動に参加しましょう

一人ひとりが家庭のあり方や男女共同での子育てについて、

理解と関心をもち、社会全体で子育てを支援しましょう。

●児童虐待の発生予防、早期

発見に努めましょう。おか

しいと感じたら迷わず連絡

しましょう。

●子育ての悩みを相談したり、仲間づくりをし

ましょう。

・平生中央児童館　Tel（56）1150

・平生図書館　　　Tel（56）2310

・なかよしハウス　Tel（56）2446

（子育て支援センター／宇佐木保育園内）

・平生町保健センター　Tel（56）7141

・育児サークルぴよぴよ、母親クラブあいあい

（中央児童館内）

・おやこホットライン　Tel083（978）3939

（子育ての悩み・虐待）

・ふれあいテレホン　Tel083（978）1240

（子どもの教育・養育）

な
か
よ
し
ハ
ウ
ス

平
生
中
央
児
童
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

・岩国児童相談所　Tel0827（29）1513

◇児童手当の現況届は６月中に！

児童手当を受けている人は、毎年６月中に「児童手当現況届」
を提出しなければなりません。

この届は、毎年６月１日における状況
を記載し、児童手当を引き続き受ける要
件があるかどうかを確認するためのもの
です。この届の提出がないと、６月分以
降の手当てが受けられなくなりますの
で、ご注意ください。
「児童手当現況届」の用紙は６月の中
旬に現在児童手当を受けている人に「支
払通知書」と一緒に送付します。
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平生小学校

平生小学校がコミュニティ・スク

ール（学校運営協議会制度）となっ

て２年目を迎えました。平生小学校

では、昨年はもちろん、これまでも

いろいろな場面で、たくさんの地域

の方々のお力をお借りして、学校教

育の活性化を図ってきました。

昨年発足した学校運営協議会で

は、18名の委員が学校運営や児童

の健全育成について定期的に協議を

行い、学校と家庭、地域が一体にな

って学校運営に取り組んでいます。

２年目の今年度は、協議会委員と

学校教職員を４部会に分けて、より

具体的な取組を行っていきます。地

域の力を追い風にして、健やかな児

童の育成をめざしていきます。

４部会での活動をスタート！

このシリーズは、隔月掲載しています

シリーズ

コミュニティ・スクール４部会

☆地域部会（ふれあいつくり）

…地域で育つ子ども、子どもで結ばれる地域づくりの推進

・下校時間帯の見守り活動の充実

・学校環境整備への協力（学校支援地域本部との連携）

☆情報部会（つながりつくり）

…コミュニティ・スクール推進についての情報共有

・コミュニティ・スクールだよりの定期的発行

（町お知らせ版に添付・公民館などに掲示）

・ホームページや広報「ひらお」による情報発信

◆
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
の
立
野
恭
子
さ
ん
（
河
田
）
が
、

平
成
21
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

立
野
さ
ん
は
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
12
年
間
に
わ

た
り
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
、
こ
の
た

び
、
長
年
の
功
績
に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

☆学校部会（学びつくり）…効果的な学力向上支援

・外部講師など専門性を生かした授業づくり

・読書活動の充実

（読み聞かせボランティアによる朝読サポートの実施）

・学習支援サポーター（ボランティア）による学びの見守り

（放課後寺子屋教室の実施）

☆家庭部会（生活つくり）…早寝・早起き・朝ごはんの推進

・ノーゲーム・ノーテレビデーを設けるなど、生活の見直し

・図書ボランティアなどのPTAボランティア活動の充実

・マナー習得、エチケット意識の向上

◆
行
政
相
談
委
員

行
政
相
談
委
員
の
増
野
滿
興
さ
ん
（
戎
町
）
と
花
形
武
子
さ
ん
（
小
森
）
は
、
平

成
21
年
４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。行

政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
（
国
や
県
、
町
な
ど
）

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
や
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

立
野
恭
子
さ
ん
が
退
任
、
五
味
洋
子
さ
ん
が
新
し
い
委
員
に

増
野
滿
興
さ
ん
と
花
形
武
子
さ
ん
が
再
任

△受賞報告に訪れた立野さん

行
政
相
談
委
員
（
２
名
）

増
野

滿
興
（
戎
町
）

花
形

武
子
（
小
森
）

毎
月
第
２
月
曜
日
に
人
権
擁
護
・
行
政

相
談
委
員
に
よ
り
人
権
行
政
相
談
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

△後任の五味さん

人
権
擁
護
委
員
（
３
名
）

中
嶋

一
成
（
新
開
）

中
尾

一
眞
（
上
組
）

五
味

洋
子
（
土
手
町
西
）

後
任
に
は
、
五
味
洋
子
さ
ん
（
土
手
町
西
）

が
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想

を
広
め
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
守

り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す



若
葉
の
間
を
吹
き
抜
け
る
風
は

も
う
初
夏
の
香
り
で
す
。
い
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
連
休
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
で
高

速
道
路
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
、
遠
出
さ
れ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
や
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

た
風
力
発
電
用
風
車
に
も
大
勢
の

人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町

長
室
か
ら
も
、
山
な
み
に
白
い
風

車
が
６
基
、
薫
風
を
受
け
て
元
気

に
回
っ
て
い
る
の
が
よ
く
見
え
ま

す
。
こ
の
た
び
、
全
部
で
７
基
が

完
成
し
、
本
格
稼
働
を
始
め
た
こ

と
を
記
念
し
て
、
来
る
５
月
24
日

日
に
、“
平
生
の
元
気
『
風
緑
フ

ェ
ス
タ
』
”
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
星
山
一
帯
の
み
ず
み
ず
し
い
新

緑
の
中
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
す
で
に
『
広
報
』
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、

こ
の
４
月
か
ら
県
警
の
組
織
再
編

に
よ
っ
て
、
平
生
警
察
署
は
大
島

警
察
署
と
と
も
に
柳
井
警
察
署
に

統
合
さ
れ
「
平
生
幹
部
交
番
」
と

し
て
再
出
発
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

所
長
以
下
８
名
の
体
制
で
、
駐
在

所
と
も
連
携
を
と
っ
て
治
安
の
維

持
、
向
上
に
努
め
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
運
転
免
許
の
更

新
手
続
き
な
ど
は
従
来
通
り
出
来

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
平
生
警
察
署
の
歴

史
は
、
明
治
20
年
、
「
室
積
警
察

署
平
生
巡
査
派
出
所
」
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
明
治
42
年
に

「
平
生
警
察
署
」
に
昇
格
。
そ
の

後
時
代
を
経
て
、
戦
後
の
昭
和
29

年
、
山
口
県
警
察
の
発
足
に
伴
っ

て
、
「
山
口
県
平
生
警
察
署
」
と

な
り
今
日
に
至
っ
た
の
で
す
。
実

に
、
１
２
２
年
間
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
自
身
、“
習
成
中
学
校
”
時

代
、
旧
平
生
警
察
署
庁
舎
の
武
道

場
が
柔
道
の
練
習
場
で
あ
り
、
こ

こ
で
数
多
く
の
大
会
が
開
催
さ
れ

た
思
い
出
の
場
で
あ
り
ま
す
だ
け

に
、
感
慨
一
入
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に
、
そ
の
歴
史
に
幕
を

降
ろ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
長

年
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
、
安
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

“
平
生
幹
部
交
番
”
へ

No. 91
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

ふ
う
り
ょ
く

関
係
者
の
方
々
に
、
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
統
合
に
よ
り
組
織
力
は

増
強
さ
れ
、
よ
り
広
域
的
で
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
対
処
が
可
能
に
な
る

も
の
と
前
向
き
に
受
け
止
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
平
生
幹
部
交
番
が

引
き
続
き
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
拠
点
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
私
か
ら
も
、
パ
ト

ロ
ー
ル
体
制
の
強
化
な
ど
を
通

じ
、
地
域
住
民
の
期
待
と
信
頼
に

応
え
て
欲
し
い
、
と
強
く
要
請
し

ま
し
た
。

「ふるさとに貢献したい、ふるさ

とを応援したい」という想いを実現

する「ふるさと納税」を活用し、平

生町に縁のある方々からのご支援を

地域活性化の起爆剤にしたいと「ふ

るさと平生応援寄附金」制度を昨年

６月にスタートさせました。

これまでに町内外の方から15件

117万200円（３月末現在）ものあ

たたかいご支援が寄せられていま

す。

「ふるさと平生応援寄附金」
（ふるさと納税）

ありがとうございました

■問合せ先

町役場総合政策課

Tel（５６）７１２０

「ふるさと平生応援寄附金」

の申し込みは随時受け付けてい

ます。

詳しくは、町役場総合政策課

へお問い合わせください。

ご寄附をいただき

ありがとうございました

（平成20年６月～平成21年３月）

○石田義道さん（平生町）

○福田明生さん（埼玉県）

○碓井弘美さん（東京都）

○繁澤美禰代さん（奈良県）

※公表のご了解をいただいた人

のみ掲載しています。

皆さまからいただいた寄附金

は、本町のまちづくり推進のた

め、大切に使わせていただきま

す。
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サッカー中国大会に出場
４月２日、サッカーの県代表としてＪＦＡプ

レミアカップ2009中国地域大会へ出場する中

学生クラブチーム「ＦＣクレアーレ」の小　実

監督と選手の藤本裕太さん（平生中３年）、田坂

一輝さん（同）、石杉聡一郎さん（附属光中２年）、

中本航さん（平生中２年）が町役場へ報告に訪

れました。

同チームは、７年前から永大グラウンドを拠

点として活動しており、この日は、選手１人ず

つが大会に向けての抱負を述べていました。

スポーツ少年団大会

４月19日、平成21年度平生町スポー

ツ少年団大会が、各団の団員202人と指

導者らが参加して町体育館で開かれまし

た。

指導者宣言や各団団長などの任命に続

き、佐賀サッカースポーツ少年団団長の

伊藤優作さんが、団員を代表して誓いの

ことばを元気に述べました。そして、平

生ライオンズクラブからは活動教材機器

費の贈呈、その後は優秀団員表彰なども

行われ、今年も、平生町スポーツ少年団

の新しい１年が始まりました。

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
と

シ
タ
ビ
ラ
メ
の
料
理
を
体
験

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

平
成
21
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
や
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
な
ど
を
重
点
目
標
と
し
て
、
全
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
２
日
に
は
、
交
通
安
全
運
動
に
先
が

け
、
平
生
婦
人
会
ら
が
柳
井
警
察
署
に
交
通

安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
を
寄
贈
、
同
月
７
日
に
こ

の
寄
贈
さ
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど

を
配
布
し
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
、
交

通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
作
戦
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

△左から山田町長、中本くん、石杉くん、田
坂くん、高木教育長、藤本くん、小　監督

４
月
11
日
、
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
て
昨
年
発
足
し
た
「
き
て
み

て
！
ひ
ら
お
の
会
」
主
催
に
よ
る
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
と
シ
タ
ビ
ラ

メ
の
料
理
体
験
が
行
わ
れ
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
で
は
、
沼
地

区
の
山
林
に
お
い
て
、
参
加
者
自
ら

が
ク
ワ
を
持
ち
、
た
く
さ
ん
の
タ
ケ

ノ
コ
を
掘
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ひ
ら
お
ハ
ー
ト
ピ
ア
セ

ン
タ
ー
で
合
流
し
た
参
加
者
は
、
竹

で
作
っ
た
器
の
タ
ケ
ノ
コ
入
り
混
ぜ

ご
飯
「
ポ
ン
ポ
ラ
飯
」
や
シ
タ
ビ
ラ

メ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
交
流

を
交
え
な
が
ら
お
い
し
く
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
。

△町内の店舗でマスコットを配布する山田町
長や平生交通安全協会員などのみなさん
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

△平生幼稚園（４月10日／37人）△平生中学校（４月８日／104人）

ご入学・ご入園おめでとうございます！

△佐賀小学校（４月８日／16人） △平生小学校（４月８日／101人）

大空を泳ぐこいのぼり

４月18日、大野日向平地区で、地域住

民らが協力してこいのぼりを揚げました。

近所などから集められた約30匹のさま

ざまな色のこいのぼりは、風に吹かれなが

ら気持ちよさそうに大きな空を泳いでいま

した。

新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
５
台
設
置

町
は
、
８
歳
未
満
で
も
使
用
で
き
る
小
児
用
の
機
能
の
付
い
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
、
町
立
各
保
育
園
と
幼
稚
園
、

中
央
児
童
館
に
設
置
。
４
月
14
日
、

各
園
の
代
表
が
平
生
幼
稚
園
に
集
ま

り
、
こ
の
小
児
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
ま

し
た
。

参
加
し
た
職
員
ら
は
、
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
、
真
剣
な
表
情
で
講

習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
た
町

内
の
公
共
施
設
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
大
人
へ
の
使
用
も
可
能
で
す
）

・
平
生
幼
稚
園
・
平
生
保
育
園

・
宇
佐
木
保
育
園
・
佐
賀
保
育
園

・
中
央
児
童
館
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女性の健康づくり

女性のからだは、とても複雑でデリケートで

す。おりものや出血、しこり、かゆみ、痛みな

どは、もしかすると病気のシグナルかもしれま

せん。

女性特有の病気は早期発見・早期治療が大切

です。からだから送られてくるサインをいち早

くキャッチし、からだのケアを心がけましょう。

No.575

低カロリーで、栄養価の高い豆腐を使ったお菓子

を作りませんか｡

豆腐の持ち味をそのまま生かしたふわふわでなめ

らかなムースです。

《材　料》　３人分

《作り方》

①粉ゼラチンは、分量の水に振り入れふやかす。

②イチゴ、絹ごし豆腐、砂糖、レモン汁はミキサー

に入れ攪拌する。

③①のゼラチンを湯せんで溶かして②に加え、型に

入れて冷やし固める。

④ミントの葉と薄切りイチゴを飾る。

イチゴ 100ｇ

絹ごし豆腐 100ｇ

砂糖 25ｇ

レモン汁 小さじ１弱

粉ゼラチン 大さじ1/2

水 大さじ１,1/2

ミントの葉

薄切りイチゴ

豆腐でつくるイチゴのムース

体調がおかしいな、と感

じた時は早めの受診が鉄

則。また、不調でなくとも、

普段からかかりつけの婦人

科医を持つことは安心につ

ながります。定期的に健康

相談するなどして心身の健

康管理に努めましょう。

婦人科は女性の味方
上手に付き合いましょう
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 166

２
０
１
１
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体

〜
感
動
再
び
〜

平
生
町
体
育
館

山
口
県
で
前
回
の
国
体
が
開
催

さ
れ
た
の
は
、
昭
和
38
年
「
友

愛
・
奉
仕
・
躍
進
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
翌
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
直
前
大
会
と
し
て
注
目
を
浴

び
ま
し
た
。
２
万
１
２
５
人
の
選

手
・
役
員
の
参
加
の
も
と
、
県
内

の
市
町
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
山

口
県
の
総
合
成
績
は
、
１
位
の
東

京
都
に
わ
ず
か
に
０
・
４
点
差
で

２
位
で
し
た
が
、
選
手
の
活
躍
は

県
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し

た
。２

０
１
１
年
、
48
年
ぶ
り
に
そ

の
感
動
が
再
び
や
っ
て
き
ま
す
。

今
回
の
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国

体
」
は
「
君
の
一
生
け
ん
め
い
に

会
い
た
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

み
ん
な
の
一
生
懸
命
が
き
ら
め

く
、
夢
と
感
動
に
あ
ふ
れ
る
大
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
回
大
会
以
上
に
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
マ
ス
コ
ッ
ト
の

「
ち
ょ
る
る
」
が
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
出
か
け
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

（
非
得
点
競
技
、
県
内
対
象
）
の

電
動
車
椅
子
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
開

催
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
国
体
推

奨
花
（
サ
ル
ビ
ア
、
ブ
ル
ー
サ
ル

ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
）
を
植

栽
し
、
地
域
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
国
体

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
参
加
者
に
な
っ

て
盛
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
町
民
み
ん
な
で
、
感

動
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

５月…18日月、25日月、31日（日／月末整理日）
６月…１日月、８日月、15日月

《一般書》

《児童書》

ゆうとりあ

熊谷　達也　著

ステップ

重松　　清　著

ストロベリー・フィールズ

小池真理子　著　

脳を活かす生活術

茂木健一郎　著　

ワニくんのアップルパイ

みやざきひろかず　作・絵

大きな木のような人

いせひでこ　作

チップとなぞのピー玉めいろ

すえよしあきこ　作

こども論語塾　その２

安岡　定子　著　

勝てる読書

豊崎　由美　著

働き方

稲盛　和夫　著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
「道は必ずどこかに続く」

日野原　重明　著

自分らしさを見つけるために、何

を考え、どう行動するか。97歳の

現役医師・日野原重明が、これまで

の人生の実感か

ら生まれた信念

を語る。大人へ

の第一歩を踏み

出す15歳に向

けた、人生の大

先輩たちのメッ

セージ。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

◇実施目的 「より開かれた国体」「健康で人間性豊かな人づくり」「活力ある地

【平生町で開催されるスポーツ行事】

山
口
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ち
ょ
る
る
」

域づくり」「福祉にやさしいまちづくり」を目

的として、県民スポーツの普及・振興を図る。

◇実施種目 電動車椅子サッカー

（１チーム４人。33cmのボールを電動車椅子

でゴールする競技）

◇実施日 大会期間中【平成23年10月１日(土)～11日(火)】

の１日のみ

■
問
合
せ
先

平
生
町
体
育
館

Tel
（
５
６
）
６
２
６
２
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【交通安全標語】 渡れそう 今なら行けるは もう危険 （平成21年「交通安全年間スローガン」内閣総理大臣賞）

スーツをクリーニングに出したら、一部が変色して返ってき

ました。店に相談しましたが、もとに戻らない場合などは弁償

してもらえるのでしょうか。

◆◇ワンポイント◇◆

クリーニングに関するトラブル

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

クリーニング事故賠償問題協議会が「クリーニング事故賠償

基準」を定めています。この基準を参考に、店側と話し合うと

よいでしょう。

季節の変わり目である衣替えの時期には、クリーニングに関する

相談が多く寄せられます。相談内容も、型くずれ、変色、収縮、紛

失などさまざまです。

衣類をクリーニングに出すときは、前もってしみや汚れなどを調

べ、もしあれば店側に伝えておくことが大切です。クリーニングさ

れた衣類を受け取ったときには、「しみや破れがないか」「ボタンな

どの付属品はあるか」などをすぐに確認しましょう。

また、店から引き渡された衣類はビニール袋に入っていますが、

この袋は保存用の袋ではありません。そのまま収納しないで、袋か

ら出し、陰干ししてから収納するようにしましょう。

万一トラブルになったときは、クリーニング業界の団体や有識者

などで構成されたクリーニング事故賠償問題協議会が定めた「クリ

ーニング事故賠償基準」を参考に、店側と話し合うとよいでしょう。

ただし、衣類を受け取ってから６カ月経過すると、クリーニング業

者はこの基準での賠償義務がなくなりますので、注意が必要です。

●試験区分

・警察官Ａ（男性）一般（第２回）

・警察官Ａ（男性）武道指導

・警察官Ａ（女性）

●受験資格（以下共通）

昭和51年４月２日以降生まれで､４年制

以上の大学を卒業または卒業見込みの人。

●第１次試験日（会場）

７月12日日（山口大学）

●申込期間

・郵送、持参の場合

５月12日火～６月12日金

・インターネットの場合

５月12日火～６月５日金

■受験案内､申込書の配布など

○受験案内や受験申込書は、５月12日以降、柳

井警察署および平生幹部交番、駐在所などで

お渡しします。

○受験の申込は､ご本人が受験申込書に必要事項

を記入し､山口県人事委員会事務局に持参また

は郵送してください。（警察署などでの受理は

できません。)

■山口県警察　採用案内のホームページ

http://www.police.pref.yamaguchi.jp/0150/bosyuu/police/index.html

警察官募集のお知らせ
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 牧場の朝　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 茶つみ

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査・相談《要予約（前日まで）》

６月10日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

６月10日水 ９：00～10：00

●ＨＩＶ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

※当日検査結果がわかります（１日５人限定）

６月10日水 13：00～15：30

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

６月12日金 10：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

５月19日火 13：00～14：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel ＃8000 または Tel 083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

Tel 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【５月】 納期限６月１日

固定資産税　　　第１期

軽自動車税　　　全　期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　町役場税務課　Tel（56）7114

１人で悩まずに、まずはお気軽にお電話ください

◇相談時間（祝日、年末年始除く）

月・水・金曜日：午前８時30分～午後５時15分

火・木曜日　　：午前８時30分～午後９時）

●子どもたちからの相談は

子どもふれあいテレホン…Tel083（987）1241

●保護者からの相談は

保護者ふれあいテレホン…Tel083（987）1243

●教職員からの相談は

教職員ふれあいテレホン…Tel083（987）1244

●教育に関するあらゆる相談は

ふれあい総合テレホン……Tel083（987）1240

●いじめに苦しむ子どもとその保護者の相談に、

24時間応じます。

いじめ１１０番……………Tel083（987）1202

●ふれあいファックス……ＦＡＸ083（987）1258 

●ふれあいメール………soudan@center.ysn21.jp 

教育相談・発達相談

子どもと親のサポートセンター
ふれあい教育センター
（やまぐち総合教育支援センター内）

Tel０８３（９８７）１２４０

問
合
せ
先
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講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
軽
自
動
車
を
所
有
、
使
用
し

て
い
る
場
合
で
、
障
害
の
区
分
や
等

級
に
よ
る
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と

き
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
受
け

ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
減
免
の
対
象
と
な
る
車
両

は
、
普
通
自
動
車
を
含
め
て
１
人
１

台
で
す
。
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
る
と
普
通
自
動
車
の
減
免
は
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
て
減
免
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
人
、
新
た
に
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
減
免
の
申
請
を
さ
れ
る
人
は
、

５
月
25
日
月
ま
で
に
次
の
書
類
を
持

参
の
上
、
町
役
場
税
務
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

・
車
検
証

・
運
転
者
の
免
許
証

・
印
章

※
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
と
す

る
人
が
運
転
す
る
場
合
は
、
生
計
同

一
証
明
書
（
健
康
福
祉
課
で
発
行
）

■
問
合
せ
先

町
役
場
税
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
４

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時

６
月
６
日
土

受
付
　
午
後
５
時
30
分
〜

（
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
）

講
習
開
始
　
午
後
６
時
〜

●
場
所

平
生
中
央
公
民
館

●
持
参
品

認
印
（
失
効
ま
た
は
再
交
付
の
場

合
）
、
※
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
、

写
真
２
枚
（
４
・
５
cm
×
３
・
５

cm
）
、
免
許
証
、
更
新
中
免
許
証
を

使
用
さ
れ
る
人
は
免
許
証
の
コ
ピ

ー
、
再
交
付
の
場
合
は
運
転
免
許
証

の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人
は
メ
ガ
ネ
な

ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

７
８
０
０
円
、

失
効：

１
６
１
０
０
円

■
問
合
せ
先

（
財
）
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

中
国
支
部

Tel
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

安
全
衛
生
講
習
会

※
各
申
込
み
の
先
着
順
と
な
り
ま
す

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

・
学
科
　
６
月
11
、
12
日
（
ホ
テ
ル

松
原
屋
）

・
実
技
　
６
月
15
〜
17
日
（
Ｋ
Ｙ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
倉
庫
（
下
松
市
））

◇
職
長
等
の
安
全
衛
生
教
育

●
日
程
（
場
所
）

技
能
向
上
訓
練

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・
Ｊ
ｗ
ー
Ｃ
ａ
ｄ

（
初
級
）」
講
習
（
定
員
18
人
）

●
日
時

６
月
６
、
７
、
13
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
講
習
内
容

Ｊ
ｗ
ー
Ｃ
ａ
ｄ
を
使
用
し
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
に
よ
る
製
図
の
基
本
操
作
を
を
習

得
す
る
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人
対
象
）

●
受
講
料

１
０
０
０
０
円

●
申
込
締
切

５
月
25
日
月（
必
着
）

◇「
炭
酸
ガ
ス
溶
接（
基
礎
コ
ー
ス
）」

講
習
（
定
員
５
人
）

●
日
時

６
月
20
、
21
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
講
習
内
容

炭
酸
ガ
ス
溶
接
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
・
溶
接
作
業
を
習
得
す
る

（
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
修
了
者
対

象
）

●
受
講
料

１
５
０
０
０
円

●
申
込
締
切

６
月
８
日
月（
必
着
）

◇
「
Ｔ
ｉ
ｇ
溶
接
（
基
礎
コ
ー
ス
）」

講
習
（
定
員
５
人
）

●
日
時

６
月
20
、
21
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
講
習
内
容

Ｔ
ｉ
ｇ
溶
接
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
・
溶
接
作
業
を
習
得
す
る
（
ア

ー
ク
溶
接
特
別
教
育
修
了
者
対
象
）

●
受
講
料

１
４
０
０
０
円

●
申
込
締
切

６
月
８
日
月（
必
着
）

※
共
通
受
講
資
格

在
職
中
で
、
現
在
の
職
務
能
力
の

向
上
を
図
り
た
い
人
、
仕
事
に
必
要

な
技
術
・
知
識
を
身
に
つ
け
た
い

人
。

■
実
施
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

６
月
24
、
25
日
（
ホ
テ
ル
松
原

屋
）

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

講
習

●
日
程
（
場
所
）

・
学
科
　
７
月
６
、
７
日
（
ホ
テ
ル

松
原
屋
）

・
実
技
　
７
月
８
〜
10
、
13
、
14
日

（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

■
問
合
せ
先

社
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支

部
Tel
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０
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＜ 以下は広告欄です ＞

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

け
し
の
中
で
も
麻
薬
成
分
を
含
ん

で
い
る
も
の
や
、
大
麻
（
あ
さ
）
は

県
税
の
「
夜
間
・
休
日
の
納
税

（
相
談
）
窓
口
」
が
開
設
さ
れ
ま
す

県
税
事
務
所
で
は
、
平
日
昼
間
に

納
税
ま
た
は
納
税
相
談
が
で
き
な
い

事
情
の
あ
る
人
の
た
め
に
、
「
夜

間
・
休
日
の
納
税
（
相
談
）
窓
口
」

を
開
設
し
ま
す
。
※
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
１
日
月
で
す
。

●
日
時

５
月
28
日
木
、
29
日
金
、
６
月
１

日
月
　
午
後
８
時
ま
で

５
月
31
日
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

■
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

柳
井
県
税
事
務
所

Tel
（
２
３
）
２
１
２
１

相
　
　
談

田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

上
下
水
道
の
検
針
・
料
金
徴
収
・

会
計
業
務
な
ど
を
受
託
し
て
い
ま
す

「
株
ス
ー
パ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の
社

名
が
、
４
月
か
ら
「
住
重
環
境
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ(

株)

」
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
　

Tel
（
５
２
）
２
４
０
０

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時

６
月
６
日
土

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

Tel
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀
行

な
ど
へ
の
返
済
で
お
困
り
の
人
に
、

債
務
整
理
手
続
や
司
法
書
士
事
務
所

紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
　

相
談
会
担
当

Tel
０
８
３
７
（
５
２
）
２
２
０
５

「
歯
の
衛
生
週
間
」

無
料
口
腔
健
診
・
相
談

●
期
日

６
月
４
日
木
〜
10
日
水

（
日
曜
除
く
）

●
場
所

山
口
県
下
の
歯
科
医
院

（
事
前
申
込
み
必
要
）

●
対
象
者

県
民
（
料
金：

無
料
）

■
問
合
せ
先

社
山
口
県
歯
科
医
師
会

Tel
０
８
３
（
９
２
８
）
８
０
２
０

す
み
じ
ゅ
う

県道伊保庄平生線（ひらお特産品センタ
ー前～山口銀行前）沿いを花や緑で飾り、
まちを訪れる人に「うるおい」と「やすら
ぎ」を与え、イメージアップを図ろうと、
年２回植栽を行っています。
皆さんふるってご参加ください。

フラワーベルトの植栽ふるってご参加を！

花種：ニチニチソウ
マリーゴールド
ポーチュラカ
（約１万株）

■問合せ先 町役場町民課　Tel（５６）７１１３

勝
手
に
植
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。大

麻
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

を
発
見
し
た
時
や
見
分
け
方
が
分
か

ら
な
い
時
は
、
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
環
境
保
健
所
）
ま
た
は
警
察

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
生
活

環
境
課
環
境
衛
生
薬
事
班

Tel
（
２
２
）
３
６
３
１

５月16日土 午前９時～

【植栽式】

場所：町スポーツセンター
グラウンド管理棟付近
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《５月16日～６月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
　
礒
部
美
波

平
生
中
学
校
　
宮
村
詩
織

「
う
つ
く
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

美
し
い

花
と
緑
と
思
い
や
り

み
ん
な
で
育
て
る

平
生
町


